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議会だより　増 刊 号

　名寄市議会では、議会基本条例に基づき 4月 17、18日の 2日間、議会報告会を開催しました。

　議員が 2班に分かれ、6会場において開催した報告会には、79人の市民の皆さまに参加してい

ただきました。議会側から、昨年の報告会以降に開催された定例会や臨時会の審議状況、各委員

会の行政視察についてなど議会活動を報告し、その後は、参加していただいた市民の皆さんとテ

ーマを設けずに意見交換を行いました。質問、意見、要望は建設的なものを中心に46項目となり

ました。あらためて参加していただいた皆さまに心からお礼を申し上げます。

　市民の皆さんからいただいた質問、意見については、5月 10日に正副議長と議会運営委員会正

副委員長で内容を精査し、市長に見解を求めるべきと判断した7項目について同月15日に正副議

長、議会運営委員長から市長に文書で手渡しました。

　本号においては主な事項をお知らせいたしますが、より細かい報告書の閲覧を希望される方は

議会ホームページまたは議会事務局までお申し出ください。

議
会
報
告
会
を
終
え
て

　

議
会
基
本
条
例
を
制
定
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
報
告
し
、
情
報
の

共
有
を
図
る
こ
と
と
市
民
の
意
見
を
聴
取
し
て
議
会
活
動
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

に
議
会
報
告
会
を
実
施
し
、
今
回
で
９
回
目
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
、
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
を
主
と
し
て
進
行
し
、
今
回
も
道
路
整

備
・
除
排
雪
な
ど
市
民
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
意
見
、
要
望
や
、
な
よ
ろ
温
泉

サ
ン
ピ
ラ
ー
の
改
修
、
市
内
の
高
校
の
あ
り
方
な
ど
、
名
寄
市
の
行
政
課
題
や
将

来
に
関
す
る
案
件
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
議
会
に
対
し
て
も
、
行
政
に
対
す
る

監
視
機
能
が
働
い
て
い
る
の
か
、
常
任
委
員
会
等
の
行
政
視
察
の
あ
り
方
に
つ
い

て
な
ど
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
員

全
員
で
共
有
し
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
が
で
き
る
よ
う
、
議

会
報
告
会
を
年
２
回
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
、
議

会
の
活
動
や
行
政
に
対
す
る
生
の
声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
活
動
に
反
映

さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
住
み
よ
い
名
寄
市
を
め
ざ
し
て
議
員
一
丸
と
な

っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
任
期
も
折
り
返
し
と
な
り
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
活
動
の
検
証
な
ど
議

会
改
革
を
進
め「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
」市
民
に
分
か
り
や
す
く
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

名
寄
市
議
会
議
長　

黒　

井　
　
　

徹

　

４
月　

日
、　

日
に
市
内
６
会
場
で
開
催
し
た
議
会

17

18

報
告
会
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成 29年度　議会報告会実施概要
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≪平成29年度 議会報告会　班別実施状況≫
　報告会は班責任者のあいさつ、出席議員の自己紹介にはじまり、配布した資料に基づき、議会
活動の報告（行政視察、議会改革の進捗状況等を含む）等を行い、その後、意見交換に入りまし
た。昨年同様、参加者のご協力を得てアンケート調査を行い、質問項目の他に議会に対してのご
意見等をいただきました。

《Ａ班》班長　奥　村　英　俊　（議会運営委員会副委員長・経済建設常任委員会委員長）
　　　　　     黒　井　　　徹　（議長）
　　　　　     東　　　千　春　（総務文教常任委員会委員長）
　　　　　     大　石　健　二　（市民福祉常任委員会副委員長）
　　　　　     山　崎　真由美　（総務文教常任委員会委員）
　　　　　     野　田　三樹也　（総務文教常任委員会委員）
　　　　　     塩　田　昌　彦　（市民福祉常任委員会委員・議会報特別委員会副委員長）
　　　　　     浜　田　康　子　（市民福祉常任委員会委員）
　　　　　     佐久間　　　誠　（経済建設常任委員会委員）
担当会場　４月１７日　名寄東小学校会場　　　　　　　参加者　１６人
　　　　　４月１８日　ノースタウンふれあい会館会場　参加者　１３人
　　　　　４月１８日　ふうれん地域交流センター会場　参加者　７人

《Ｂ班》班長　山　田　典　幸　（議会運営委員会委員長・総務文教常任委員会委員）
　　　　　     佐　藤　　　靖　（副議長・総務文教常任委員会委員）
　　　　　     熊　谷　吉　正　（市民福祉常任委員会委員長）
　　　　　     高　野　美枝子　（総務文教常任委員会副委員長）
　　　　　     川　口　京　二　（経済建設常任委員会副委員長）
　　　　　     佐々木　　　寿　（市民福祉常任委員会委員・経済建設常任委員会委員）
　　　　　     高　橋　伸　典　（市民福祉常任委員会委員）
　　　　　     川　村　幸　栄　（経済建設常任委員会委員・議会報特別委員会委員長）
　　　　　     東　川　孝　義　（経済建設常任委員会委員）
担当会場　４月１７日　名寄市総合福祉センター会場　　参加者　１２人
　　　　　４月１７日　智恵文多目的研修センター会場　参加者　１５人
　　　　　４月１８日　名寄市民文化センター会場　　　参加者　１６人

（ふうれん地域交流センター会場）（名寄東小学校会場） （ノースタウンふれあい会館会場）

（名寄市民文化センター会場）（智恵文多目的研修センター会場）（名寄市総合福祉センター会場）
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◇各会場からいただいたご意見◇
（市長へ見解を求めた意見を除く）

【人口減少の対策について】
問　全国で人口減少が課題となっているが、
人口の減少は商店街の元気がなくなるこ
とにつながる。名寄市の地域経済の活性
化のための方策は。

答　地方にとって人口減少は商業や医療、福
祉など様々な分野に影響がある。働く場
の確保、新規就農者への支援などにも取
り組んでいるが、目に見えるかたちには
なっていないかもしれない。厳しいとい
う認識を持ちながらも、名寄で子どもを
産み、名寄で子育てしたいと思えるよう
な街にするため、行政も議会も活動して
いかなければならない。

【総合計画について】
問　総合計画（第１次）について、10年間の
達成度など、議会がどのようにかかわり、
評価したのか。また、総合計画（第２次）
にどのように反映されたのか。

答　総合計画（第１次）については、３つの
常任委員会で点検しながら進めてきた。
総合計画（第２次）についても、議会の
議決事項である基本構想と基本計画につ
いて２日間の集中審議を行った。今後の
10年間を見据え、議員が理解を深め、チ
ェック機能を働かせる。

【除排雪について】
問　道路除雪は舗装面が見えるほど、きれい
に除雪しているが、路面の凍結により、
春先には道路が凸凹になる。凍上して盛
り上がった道路面が削られ、春先にはア
スファルトの欠片が散乱している。

答　道路に雪を残すと、融雪期は雪が溶けて、
安全な車両通行に影響がある。アスファ
ルトの凍上は、簡易舗装等の道路状況も
含め行政に伝えたい。

【総合計画について】
問　総合計画（第２次）のダイジェスト版が
配布されたが、名寄市がこの 10年でど
のように変わっていくのかが見えてこな
い。市民に分かりやすく伝える周知の方
法を研究してほしい。

答　総合計画（第２次）については、議会で
も 10年後の姿が見えないという議論を
した。常任委員会や議会で計画の進行を
確認しながら、市民の皆さんに伝えてい
けるよう情報公開に努めたい。

【名寄市で開催される大規模大会について】
問　JOCジュニアオリンピックスキー大会
など、全国から選手が集まる大会が名寄
市で開催されているが、参加選手の中に
は名寄市外の宿泊施設から大会会場まで
移動している選手もいるようだ。名寄市
内の宿泊施設を利用してもらうことはで
きないのか。

答　大規模大会等は旅行会社が各学校等参加
者へ直接宿泊等のあっせんをしている。
特に、スキー大会はワックスルーム等の
設備など参加選手のニーズもある。大規
模大会の開催を継続することで、反省点
を次回に活かし、地域経済の活性化につ
なげることができる。議会としても応援
していきたい。

JOCジュニアオリンピックカップ2017全日本ジュニア選手権
全国から中高生のトップクラスが一堂に会し、競い合う
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◇議会活動に関するご意見◇

【議会での質問について】

問　議会での議員の質問は市民も関心がある。

市立病院や大学など大きな問題ばかり取

り上げて、公営住宅の問題など市民の生

活にかかわる小さな問題は取り上げられ

ていないと感じる。市民の声を聴いてほ

しい。

問　インターネット中継などを見ていると、

執行者側の答弁に対しての議員の掘り下

げ不足が目につく。現場を見て調査し、

しっかりと質問してほしい。

答　議員は、大きな問題、小さな問題などと

質問を区別してはいない。それぞれの議

員が市民の声を聴き、所管部署に確認し、

調査研究をして質問している。今後も、

質問内容については、しっかりと状況を

調査し、課題を明確にし、実りあるもの

となるように取り組みたい。

【常任委員会等の行政視察について】

問　行政視察については、視察の内容が事業

に反映されたりするので、今後も必要と

考える。

問　行政視察は、効果がなく意味がないので

はないか。視察の報告も議会だよりに少

し掲載されるだけである。視察の実績を

市民にアピールするべきでは。

問　行政視察は良いことだと思う。議会報告

会は参加者が少ないが、視察での調査研

究事項に関係する市民や団体に向けた視

察報告会を開催するとよいのでは。議員

が視察で得た知識を市民に還元し、有益

なものとしてほしい。

答　常任委員会等の行政視察は、各常任委員

会で決めた調査研究テーマについての先

進地等を視察している。先進地を見るだ

けではなく、事業に取り組んでいる担当

者から、事業の経過や現状と課題などに

ついて直接話を聞くことは、今後の委員

会活動や個々の議員活動に活かすことが

でき、有意義なことである。視察報告の

あり方については、議会改革調査特別委

員会でも検討しており、市民の皆さんに

視察の成果を報告し、市政に反映できる

かたちを考えていきたい。

【議会報告会の開催について】

問　議会報告会の参加者が少ないが開催方法

を工夫すべきでは。

問　市民が参加しやすい開催時期にしてほし

い。

問　意見交換はテーマを絞るとよいのではな

いか。議会報告会というネーミングも参

加者が少ない要因ではないか。

答　今年度から、４月と10月の年２回議会報

告会を開催することとした。今回は報告

会の開催案内が遅いなど、準備不足であ

った。今後開催する議会報告会は、多く

の市民の方が参加でき、それぞれの意見

をうかがうことのできる場にしたいと考

えている。開催案内などの周知方法も検

討したい。若年層や各団体単位での議会

報告会など、議会が出向くような取り組

みも考えたい。 平成28年9月経済建設常任委員会と町内会役員による
「名寄市の除排雪に関する意見交換会」を開催
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道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
場
で
道
路
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
質
問
し
、
総
合
計
画
（
第
２
次
）
で
議
論
し
進
め

た
い
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
が
、
計
画
の
中
に
は
見
え
て
こ
な
い
し
、

町
内
会
に
対
し
て
問
い
か
け
も
説
明
も
な
い
。」「
道
路
等
の
整
備
計
画

を
市
民
に
分
か
る
よ
う
に
提
示
し
て
ほ
し
い
。」「
雪
解
け
後
の
道
路
の

陥
没
は
ひ
ど
い
状
況
で
あ
る
。」「
簡
易
舗
装
が
穴
だ
ら
け
で
あ
る
。」
な

ど
具
体
的
な
道
路
の
状
況
も
含
め
て
各
会
場
で
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

名
寄
市
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

ま
た
市
民
へ
の
周
知
・
提
示
の
方
法
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま

す
。

【
回　

答
】

　

総
合
計
画
（
第
２
次
）
の
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画

（
第
１
次
）
に
お
い
て
の
道
路
整
備
事
業
に
引
き
続
き
未
整
備
道
路
の

改
良
舗
装
工
事
を
進
め
、「
舗
装
率
の
向
上
」、「
雨
水
排
水
性
能
の
向

上
」
を
図
り
、
安
全
安
心
な
道
路
環
境
整
備
を
図
る
よ
う
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
対
策
や
社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策
・
長
寿
命
化

対
策
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
計

画
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
多
く
の
事
業
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、
国
か

ら
の
交
付
金
や
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

国
か
ら
の
予
算
に
お
い
て
は
翌
年
度
配
分
に
お
い
て
も
見
通
し
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
道
路
整
備
計
画
の
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
路
線

の
採
択
決
定
次
第
、
随
時
周
知
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
や
補
助
金
な
ど
の
配
分
の
減
額
に
対
し
て
は
、
市
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
事
業
量
の
確
保
に
つ
と
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
改
修
の
話
以
降
市
民
の
み
な

さ
ん
の
関
心
も
非
常
に
高
く
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
中
で
サ
ン
ピ

ラ
ー
温
浴
施
設
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
、
改
修
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。」「
老
朽
化
し
、
改
修
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
。
将
来
こ
の
施
設
が
改
善
さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

の
か
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い
う
こ
と
で
ス
キ
ー
場
、
ジ
ャ
ン
プ
台
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
の
競
技
場
な
ど
も
あ
る
。
将
来
の
構
想
含
め
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。」「
改
修
の
２
億
円
は
市
民
に
は
見
え
て
こ
な
い
。

２
億
円
の
積
算
根
拠
、
収
益
が
３
割
あ
が
る
と
い
う
が
ど
の
よ
う
な
根

拠
な
の
か
？ 
独
自
で
専
任
の
役
員
を
置
か
な
い
と
ダ
メ
で
は
な
い

市
民
要
望
に
対
す
る
市
長
の
回
答

１　
 
道
路
整
備
の
要
望
に
つ
い
て

２　
 
な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
に
つ
い
て
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か
。」「
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
将
来
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
や
っ
て
い

け
る
方
向
に
な
る
の
か
心
配
。」「
サ
ン
ピ
ラ
ー
温
泉
で
は
カ
ナ
ダ
の
輸

入
豚
を
主
力
と
し
て
営
業
し
て
い
た
。
以
前
は
、
名
寄
の
豚
肉
を
使
っ

て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
地
産
地
消
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。」

　

「
台
湾
の
話
が
出
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
目
を
向
け
る
な
ど
、
方

向
性
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
心
配
」「
外
国
人
の
方
々
に
地
元
の
温
泉
ホ

テ
ル
を
紹
介
し
宿
泊
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
現
状
の
サ
ン
ピ

ラ
ー
温
泉
で
は
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
。
温
泉
ホ
テ
ル
は
ど
こ
の
自
治
体

に
も
あ
る
、
特
徴
が
な
い
と
お
客
さ
ん
は
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
経

営
や
集
客
力
な
ど
改
善
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。」な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
事
を
お
伝
え
し
、
改
め
て
な

よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

平
成　

年
度
に
名
寄
市
日
進
地
区
再
整
備
基
本
構
想
を
策
定
。
短
期

26

で
の
取
組
、
整
備
の
方
針
と
し
た
、
な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
、
体
育

セ
ン
タ
ー
ピ
ヤ
シ
リ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
及
び
駐
車
場
の
ハ
ー
ド
に
つ
い
て
、

平
成　

年
度
に
「
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
地
区
に
係
る
温
浴
施
設
等

27

の
検
討
支
援
業
務
」
を
実
施
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め
た
調
査
業

務
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
で
は
温
泉
、
サ
ウ
ナ
、
休
憩
所
な
ど
に
対
す
る
要
望
が
多

く
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
庁
内
等
検
討
委
員
会
に
よ
る
協
議
を
行
い
、

新
館
温
浴
施
設
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
総
合
計
画
（
第
２
次
）
の
前
期

計
画
事
業
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
名
寄
振
興

公
社
と
経
済
部
で
の
経
営
安
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
、
ま
た
庁
内
関
係

者
等
で
の
研
修
施
設
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
中
で
、
な
よ
ろ
温
泉

サ
ン
ピ
ラ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
キ
ー
ロ
ッ
ジ
等
、
ス
キ
ー
場
地
区
に

係
る
施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

宗
谷
本
線
活
性
化
推
進
協
議
会
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
協
議
に
入
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
市
民
の
方
か
ら
『
幹
事
会
で
は
論
点
整
理
を
し
て
ど
う

し
て
い
く
か
、
存
続
し
て
い
く
と
き
に
Ｊ
Ｒ
の
立
場
、
自
治
体
の
立
場
、

利
用
者
の
立
場
で
出
し
合
っ
て
論
点
の
整
理
を
し
て
可
能
な
の
か
不
可

能
な
の
か
の
議
論
を
深
め
て
い
く
の
が
協
議
会
・
幹
事
会
の
役
割
。
市

長
の
発
言
で
「
落
と
し
ど
こ
ろ
が
見
え
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
発
言
が

あ
っ
た
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
と
い
う
言
葉
は
何
を
意
図
す
る
の
か
？
』

と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

３　
 
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
の
問
題
に
つ
い
て

施設改修の見通しが不透明と市民からも不安が

浴室やサウナなどの改修を希望する声も多く聞かれる
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Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
の
問
題
の
今
後
に
つ
い
て
と
言
葉
の
意
図
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
の
問
題
に
つ
い
て
、
議
会
の
皆
様
方
に
も
存
続
に
向

け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
ま
ず
は
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
３
月　

日
に
開
催
し
た
、
宗
谷
本
線
活
性
化
推
進
協
議
会
と

30

国
・
道
を
交
え
た
意
見
交
換
会
の
場
に
お
い
て
、
担
当
課
長
レ
ベ
ル
で

構
成
す
る
幹
事
会
で
、
地
域
と
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
も
交
え
て
議
論
を
開
始
す
べ
き
と
の
方
向
性
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
４
月　

日
と
５
月　

日
の
２
回

14

15

幹
事
会
を
開
催
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
幹
事
会
に
お
い
て
は
、
利
用
促

進
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
お
り
、
５
月　

日
に
行

31

わ
れ
る
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
中
間
報
告
が
行
わ
れ
、
幹
事
会
に
お

け
る
議
論
の
方
向
性
を
全
体
で
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
論
の
根
幹
は
、
宗
谷
本
線
を
残
す
た
め
の
議
論
で
あ
り
、
沿
線
自

治
体
と
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
を
積
極
的
に
話
し
合
い
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

と
協
調
す
べ
き
と
こ
ろ
を
確
認
し
、
結
果
、
経
営
問
題
と
し
て
資
金
面

で
厳
し
い
と
こ
ろ
は
、
鉄
道
網
維
持
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
国
や
道

に
対
し
支
援
を
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
鉄
道
利
用
者
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
決
定
し
て
お
り
、

沿
線
自
治
体
が
一
斉
に
調
査
し
、
統
計
を
基
に
よ
り
効
果
的
な
利
用
促

進
策
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
落
と
し
ど
こ
ろ
が
見
え
な
い
」
と
の
発
言
に
つ
い
て
で
す
が
、
宗
谷

本
線
活
性
化
推
進
協
議
会
幹
事
会
で
の
議
論
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
着
地
点
と
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
で

「
落
と
し
ど
こ
ろ
が
見
え
な
い
」
と
表
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

名
寄
市
内
の
高
校
の
状
況
は
「
名
寄
産
業
高
校
も
生
徒
数
が
減
っ
て

い
る
。
今
年
度
は
名
寄
高
校
も
定
員
を
割
っ
て
い
る
。
他
の
市
町
村
で

は
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
実
施
し
て
学
生
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。」「
こ

の
ま
ま
だ
と
統
合
さ
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
地
域
か
ら
高
校
が

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
希
望
す
る
学
校
に
行

け
な
い
と
こ
う
い
う
こ
と
は
親
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て
も
負
担
。

こ
の
ま
ち
の
高
校
教
育
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な

い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
う
。」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

名
寄
市
の
高
校
の
あ
り
方
と
し
て
進
学
校
と
職
業
校
の
２
本
立
て
を

維
持
す
る
と
い
う
方
針
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
市
長
の
見

解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
少
子
化
に
よ
り
中
学
卒
業
者
数
が
年
々

減
少
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
学
校
の
統
廃
合
や
間
口
削
減
等
、「
公
立
高

等
学
校
配
置
計
画
」
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

名
寄
市
内
高
等
学
校
の
平
成　

年
度
入
学
者
数
は
、
名
寄
高
等
学
校

29

が
１
０
６
人
（　

人
以
上
の
定
員
割
れ
に
よ
り
１
間
口
減
の
３
間
口
で

40

欠
員　

人
）
で
、
名
寄
産
業
高
等
学
校
が　

人
（
４
間
口
で
欠
員　

人
）

14

96

64

と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、
上
川
北
学
区
の
中
学
卒
業
者
数
は
、
平
成

４　
 
名
寄
市
内
の
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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年
３
月
が
５
５
２
人
、
平
成　

年
３
月
が
４
６
８
人
で
、
こ
こ
数
年

29

32

で
さ
ら
に
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
名
寄
市
内
の

高
等
学
校
に
お
い
て
平
成　

年
度
以
降
に
１
間
口
を
減
ら
す
意
向
を
示

32

し
、「
平
成　

年
度
公
立
高
等
学
校
配
置
計
画
」
に
盛
り
込
む
こ
と
を
検

29

討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
名
寄
市
で
は
、
高
等
学
校
の
間
口
や
学
科
の
再
編
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
平
成　

年
２
月
に
、「
名
寄
市
内
高
等
学
校
在

27

り
方
検
討
会
議
」
を
設
置
し
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
３
月

28

に
は
、
北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
に
対
し
、
間
口
の
維
持
や
高
等
学

校
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提
出
し
、
そ
の
後
、
北
海
道
教

育
委
員
会
担
当
職
員
と
具
体
的
な
協
議
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
等
学
校
の
欠
員
状
況
や
中
学
卒
業
生
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
現
行
間
口
の
維
持
は
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
希
望
に
沿
っ
た
学
ぶ
環
境
を
つ
く
る
こ
と

や
地
域
の
人
材
育
成
・
確
保
、
活
気
が
あ
り
魅
力
あ
る
学
校
を
つ
く
る

た
め
に
、
学
科
や
学
校
の
再
編
、
名
寄
市
と
し
て
の
支
援
策
等
、
名
寄

市
内
高
等
学
校
在
り
方
検
討
会
議
や
関
係
す
る
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

智
恵
文
沼
の
状
況
に
つ
い
て
「
土
砂
等
流
入
で
浅
く
な
っ
て
環
境
が

悪
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
ぶ
な
実
態
調
査
で
は
生
息
を
１
匹
も
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
治
水
の
面
と
観
光
の
面
、
両
方
で
大
き
な

問
題
が
あ
る
。」
と
対
応
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

智
恵
文
沼
整
備
に
関
す
る
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

智
恵
文
沼
は
、
旧
川
に
分
類
さ
れ
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
の
管

理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
名
寄
河
川
事
務
所
、
ま
た
、
道
道

排
水
の
関
係
で
は
北
海
道
へ
智
恵
文
沼
の
環
境
整
備
等
の
要
望
及
び
協

議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、
引
き

続
き
協
議
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
・
休
憩
所
等
観
光
関
連
施
設
に
お
い
て
は
、
今
後
も

市
と
し
て
適
切
に
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
職
員
の
不
足
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
定
員
割
れ
の
報
道
が

あ
り
、
各
会
場
か
ら
「
少
し
正
職
員
が
採
用
さ
れ
安
心
で
き
る
」
な
ど

５　
 
智
恵
文
沼
に
つ
い
て

昭和の初めまでは北側に大きく蛇行する天塩川の流路の
一部だった智恵文沼

弧を描くように水辺が広がる智恵文沼。あずまややトイ
レなども整備されている

６　
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
職
員
の
補
充
に
つ
い
て
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の
意
見
も
含
め
て
職
員
の
補
充
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
材
確
保
の
状
況
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
定
員
の
状
況
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
の
人
材
確
保
状
況
は
本
年
４
月

１
日
に
新
た
に
７
名
を
採
用
し
、
業
務
に
就
き
な
が
ら
の
研
修
（
Ｏ
Ｊ

Ｔ
）
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
５
月
に
２
名
を
採
用
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
現
時
点
で
合
計
９
人
（
有
資
格
者
７
名
、
無
資
格

２
名
）
を
確
保
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
職
員
の
中
に
は
、
体
調
不
良
や
育
児
等
に
よ
り
病

休
や
勤
務
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
日
勤
の
パ
ー

ト
勤
務
の
介
護
職
員
や
介
護
の
周
辺
業
務
を
支
援
す
る
介
護
補
助
職
員

に
よ
り
介
護
職
員
の
不
足
の
一
部
を
補
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引

き
続
き
様
々
な
手
法
に
よ
り
職
員
募
集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

定
員
の
充
足
状
況
に
つ
い
て
は
、
清
峰
園
に
お
い
て
閉
鎖
し
て
お
り

ま
す
「
あ
じ
さ
い
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
７
月
か
ら
再
開
し
、
順
次
利
用
者
を

受
け
入
れ
７
月
末
に
は
満
床
と
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
し
ら
か
ば
ハ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
長
期
入
所
者
が
昨
年　

月
12

か
ら
４
月
ま
で
の
間
、　

人
が
退
所
す
る
状
況
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
想

13

定
外
に
退
職
者
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
り
勤
務
体
制
を
組
む
こ
と
が
困

難
と
な
り
、
新
規
に
６
名
の
入
所
を
受
け
入
れ
て
き
た
も
の
の
５
月　
25

日
現
在
で
長
期
利
用
者　

名
、
短
期
利
用
者
９
名
の
合
計　

人
と
な
っ

63

72

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
施
設
運
営
や
勤
務
体
制
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
長
期
入
所
者

を
早
期
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
学
図
書
館
の
整
備
に
関
し
て
は
良
い
評
価
が
あ
る
一
方
で
市
立
図

書
館
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
率
直
に
「
大
学
の
図
書
館
と
一
般
の
図

書
館
と
内
容
が
違
う
の
か
。
二
つ
の
図
書
館
が
必
要
な
の
か
？
」
と
い

う
意
見
も
含
め
て
、
両
施
設
の
整
合
性
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

名
寄
市
と
し
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

公
共
図
書
館
と
大
学
図
書
館
で
は
、
目
的
や
役
割
が
違
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
図
書
館
は
、
図
書
館
法
に
基
づ
い
て
自
治
体
が
設
置
し
、
教
育

委
員
会
が
管
理
す
る
教
育
機
関
で
あ
り
、
誰
も
が
無
料
で
利
用
で
き
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
市
民
の
暮
ら
し
や
仕
事
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
た

７　
 
図
書
館
に
つ
い
て

入所者が安心できる職員体制が望まれる

特別養護老人ホームの閉鎖ユニットの再開を待つ静かな談話室
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め
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
や
情
報
を
収
集
提
供
し
市
民
の
知
る
自
由
を
保
障

す
る
機
関
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
読
書
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
す
る
役
割
が
あ
り
、
広
範
囲
な
資
料
を
収
集
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
図
書
館
は
、
公
共
図
書
館
に
お
け
る
図
書
館
法
、
学
校
図
書
館

に
お
け
る
学
校
図
書
館
法
の
よ
う
な
単
独
の
法
令
は
な
く
、
拘
束
力
を

も
つ
も
の
と
し
て
は
文
部
科
学
省
令
に
よ
る「
大
学
設
置
基
準
」が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
図
書
館
は
、
研
究
と
教
育
を

支
援
す
る
目
的
の
た
め
に
、
特
定
領
域
に
絞
っ
た
よ
り
専
門
的
な
資
料

を
収
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
学
図
書
館
の
機
能
と
し
て
、

社
会
・
地
域
貢
献
と
い
う
面
で
開
か
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

名
寄
市
は
、
公
共
図
書
館
と
大
学
図
書
館
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
す
み
分
け
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た
運
営

方
針
の
下
、
図
書
の
収
集
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
図

書
館
と
大
学
図
書
館
が
相
互
貸
借
を
は
じ
め
連
携
強
化
に
努
め
、
市
民

が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
つ
く
り
、
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民
を
対
象
と
し
た
公
共
図
書
館
と
学
生

や
教
員
な
ど
の
大
学
関
係
者
が
主
に
利
用
す
る
大
学
図
書
館
の
両
施
設

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
必
要
性
が
あ
り
、
老
朽
化
し
て
い
る
公
共
図

書
館
の
改
築
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
市
立
名
寄
図
書
館
に
つ
い
て

　

昭
和　

年
８
月
に
、
郷
土
資
料
室
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
を
併
設

45

し
た
複
合
施
設
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
、
蔵
書
冊

数
の
増
加
に
伴
う
構
造
上
の
問
題
か
ら
閲
覧
室
を
２
階
か
ら
１
階
に

移
動
し
、
そ
の
後
も
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
等
を
随
時
行
い
建
物
を
維

持
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
耐
震
施
設
で
老
朽
化
、
狭
隘
な

ど
、
利
用
者
が
快
適
に
利
用
で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

図
書
館
の
蔵
書
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
広

範
な
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
る
た
め
、
他
の
公
共
図
書
館
と
の
相
互
貸
借
に
よ
る
連
携

も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
大
学
図
書
館
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
の
４
大
化
開
学
以
降
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

18

市
民
を
は
じ
め
、
市
議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
、
総
合
計
画（
第

１
次
）
後
期
計
画
に
登
載
し
、
昨
年
度
に
建
物
が
完
成
し
、
本
年
４

月
に
開
館
し
て
い
ま
す
。
ま
た
５
月
１
日
か
ら
は
、
市
民
へ
の
利
用

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
図
書
館
の
蔵
書
は
、
学
生
や
教
員
の
利
用
が
中
心
に
な
る
た

め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
分
野
の
専
門
書
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昭和 45 年に建設された市立名寄図書館。老朽化と狭隘
な利用スペースに課題が

平成 29 年 4月に名寄市立大学新図書館が誕生。市民へ
の利用サービスも開始された
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名寄市議会だより（増刊号）　平成29年7月1日
名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。
発行 : 名寄市議会　編集 : 議会報特別委員会　TEL（01654）３－２１１１
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議会報告会でご回答いただきましたアンケートの集約結果は次のとおりです。また、ご回答いただ
いた市民の皆様は 70人で、回答率は 88.6％となっています。　　※（　）の数字は回答者数です。

問１　あなたの年齢は
　　 ２０代（１人）　 ３０代（３人）　 ４０代（４人）　 ５０代（４人）　 ６０代（１６人）
　　 ７０代以上（４１人）　未回答（１人）
問２　あなたの性別は？
　　　男　（６２人）　女 （７人）　未回答  （１人）
問３　これまでに議会報告会に何回出席したことがありますか？
　　 １回（１５人）　 ２回（１０人）　 ３回（１８人）　 ４回（７人）　 ５回以上（１３人）
　　初めて（４人）　未回答（３人） 
問４　議会報告会の内容についてはどうでしたか？
（全体的に） よかった（２２人）  ふつう（３５人）   よくなかった（４人）　未回答（９人）
（報告内容は） わかりやすかった（２１人）　  ふつう（３４人）　  わかりづらかった（７人）
　　　　　　　　未回答（８人）
（意見交換の内容は） よかった（２１人）  ふつう（３２人）   よくなかった（３人）
　　　　　　　　　　　未回答（１４人）
※今後改善すべきことがあればお書きください。
・テーマが絞られているとよい。（４件）　・意見交換を主としてほしい。
・議員の会派色はいらない。　・もっと議会としての考え方や意見が示されてもよかった。
・議会の報告は掻い摘んでの説明で短くてよい。・時間をもう少し長くしてほしい。
・議会報告会に集まりやすい（和やかな雰囲気）方法を計画したほうがよい。（２件）
・人が集まらないような報告会ならやらない方がいいと思う。・要望会のようになっている。
・議会報告会の時期等を考えてほしい。
・前もって資料を町内会長宅へ届ける事で活発な意見がでると思う。
問５　議会だよりはお読みになりますか？
　　 毎回読んでいる（４５人）　 たまに読んでいる（２２人）　 読まない（３人）
問６　議会ホームページはご覧になりますか？
　　 よく見ている（６人）　 たまに見ている（２７人）　 まったく見ない（３１人）
　　　未回答（６人）
問７　議会中継（同時中継、録画中継を含め）はご覧になったことがありますか？
　　 よく見ている（９人）　 たまに見ている（２０人）　 まったく見ない（３３人）
　　　未回答（８人）
問８　議会を傍聴したことがありますか？
　　  傍聴したことがある（３７人）（平均２.９回程度）  傍聴したことがない（３１人）
　　　未回答（２人）
問９　議会に対してご意見があれば、自由にお書きください。
・議会報告会のような場を沢山つくってほしい。
・名寄市、名寄の議会に他市町村からどの程度の視察があるのか知りたい。
・図書館は「勉強する場」よりも、多くの人が本に親しみ人生を豊かにする経験を得られる為の場と
して考えてほしい。
・「学ぶとどう良いことがあるのか」、「政治に関わる事がなぜ必要なのか」、「地元の国産の食材を選ぶ
ことがなぜ大事なのか」という意識を持ってもらう為の取り組みをしてほしい。
・常任委員会の行政視察で参考になる市町村の取り組み（例　富良野市の「除雪ヘルパー制度」）をよ
り深め、市の施策に取り入れてほしい。
・議会中継で新しく見えるようになったが、途中でコマーシャルのようなものが出てきて中継が見ら
れなくなる。
・アンケートで、議会ホームページや議会中継に関する設問は高齢者には適当ではない。
・野球の全道大会を開催するのであれば、雨の後でも使用できるよう議員にも名寄市営球場の現状等
を見てほしい。
・議会は元気がない感じがあり、市と並んでいる感じがあるので攻めの議会を進めてほしい。

平成 29年度 議会報告会 アンケート結果


